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子|ど もや―育児世代‐向けイベントに意欲
磐田市の地域0こ し協力隊員を務

める山本真由美さん(45)■浜松市出

認 蹴 牌 習期 鰤
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参加したりしたほ力、今後の活動の

ための環境学習などに取り組んだ。

24年度は子どもが自然観察を楽しめ
るイバント、子育てサロンなどの開
催を計画してしヽる:将来的には農業
体験農園の運営なども検討している

という。

山本さんは「地元の人にとって何

でもないものがよそ者には宝物にな

る。今ある資源を活用し、プラスア

ルフアを考えたい」と話した。習鐸寧難畠零霧
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敷地駅のホームに立つ猫の手クラブの倒メンバーと学生

左砕白し部が3最嵌もィ渥ペ
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